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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう） ！

26 詩篇 ３ Ⅱｺﾘﾝﾄ ８ 自 詩篇 ２９:１ ～１１
27 ４ ９ 然 詩篇 １０４:１ ～２４
28 ５ １ ０ にあ 詩篇 １３５:１ ～２１
29 ６ １ １ らわ ヨブ ３８:１ ～１５
30 ７ １ ２ れた ヨブ ３８:１６～３３
31 ８ １３ 栄 ヨブ ４０:１ ～１４
１ ９ ガ ラ テ ヤ １ 光 ローマ １:１８～２５
２ １０ ２ ヘブル １２:３～１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
召天記念日 （２７日 藤野 幸子 姉 ２０２３年）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築着工のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 郡 敏子 姉の霊肉の健康と歩みの上に祝福を。
④ 兼松千佳子師(明石ベテル教会)のお働きの上に祝福を。

新会堂建築に関する公告
当教会は6月21日の定期総会にて駐車場に念願の新会堂
を建築することを承認しました。業者はタツケンホーム
と有限会社ケンテックに決定し、契約したことを公告し
ます。様式:木造平屋建て、90.75㎡、契約額:2,564万円。

宗教法人姫路あけぼの教会 代表役員：廣田守男

１ 本日の礼拝に仲森文穏先生が幸いなメッセージをとりつ
いて戴き感謝します。続いて先生のために祈りましょう。

２ 夏の諸集会 ◎地区：平和祈祷会 ８月９日(日)午後３
時 会場：姫路五軒邸教会 ◎群れ：御殿場研修会(信徒
・青年・子ども・中高生・ファミリ－) ８月４日(火)～
６日(木) 会場：御殿場YMCA東山荘 ◎ズッ友キャンプ
11日(火)～13日(木) 会場：淡路島 祝福をお祈り下さい。

３ 暑中お見舞い申し上げます。時節柄､健康に留意し、マス
クを着用して礼拝に出席しましょう。ご高齢の方々(独居
生活、施設入居)、病気の方々のために祈りましょう。

３ 新会堂建築のため 続いて祈り、献げましょう。
牧会短針 先週、思いがけない方がご夫妻でお出で下さり、
姫路朝祷会の創立50年記念誌を発行する件で、原稿を依頼さ
れました。その際、その方のパソコンの調子が悪いとの話が
出たので、丁度パソコンの専門家の方に連絡を取り、見て戴
くことになりました。小生もメールアドレスの変更やホーム
ページの見直しとも重なりご一緒する予定です。
今週の牧師の予定 28日教区へ書類発送 30日パソコン点検

◎先週の報告 礼拝9名、教会懇談会7名、子ども教会1+4名
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◎今週の御言葉 「子どもを腕に抱きよせて」（マルコの福
音書９章30～37節） 「だれでも、このような幼子たち
のひとりを、わたしの名のゆえに受け入れるならば、わたし
を受け入れるのです。また、だれでも、わたしを受け入れる
ならば、わたしを受け入れるのではなく、わたしを遣わされ
た方を受け入れるのです」(9:37) 仲森文穏

○イエス様は人々を癒し、また教える日々でした。でも今
はそういう心境でなかったようです。なぜなら、受難予告を
聞いた弟子たちの心境を思っておられたからです。他方、弟
子たちは受難予告を聞いたけれど訳が分からず、もっと詳し
く聞きたいけれど、もし主の受難が事実となれば、自分たち
の未来はお先真っ暗、それを思うと、怖くて尋ねられなかっ
たようです。

さて、イエス様に「道で何を論じ合っていたのですか」と
尋ねられた時、彼らは黙っていました。「だれが一番偉いか」
と論じ合っていたからです。およそ教会では話題にならない
話です。弟子たちは互いに「自分が一番偉い」と主張し合っ
たのでしょうか。それとも皆で「一番は誰だろう」と詮索し
合ったのでしょうか。こういう議論は、自信がある人にとっ
ては結構楽しかったりします。でも自分に自信のない人は、
悔しい思いをすることになってしまいます。こんな議論、福
音の香りがするでしょうか。しないはずです。そんな会話を
イエス様が望まれるはずがありません。

○イエス様は、弟子たちに「だれでも人の先に立ちたいと
思うなら、みなのしんがりとなり、みなに仕える者となりな
さい」と教えられました。イエス様が求めるのは、仕えるこ
と、下から支えることです。家中で出かける時、ガスはしめ
たか、鍵はかけたか、と最後まで残って見回る人が必要です。
同様に、教会において、強い人も弱い人も一緒に生きられる
よう、心を配る人が必要です。そんな人が多ければ多い程、
その交わりは豊かになるのです。

その後、イエス様はひとりの幼子を真ん中に立たせ、腕に
抱き寄せ、「だれでも、このような幼子たちのひとりを、わ
たしの名のゆえに受け入れるならば、わたしを受け入れるの
です」と、言われました。大人は幼子を小さく、弱いからダ
メだなんて思わず、そのままの姿を受け入れます。そのよう
に、大人同士もお互いに小ささや弱さを、イエス様の名によ
って受け入れ合うことが求められています。

イエス様は私たちを欠けも咎もあるまま、受け入れてくだ
さいました。このイエス様の名を信じ、私たちも人を排除す
る心が砕かれ、欠けも弱さも互いに受け入れ合うことができ
るよう、祈っていこうではありませんか。


